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大前田町  :  4 0 0年の歴史つなぐ秋祭り

2歳になる子を紹介しています

　今回の特集は臨江閣。皆さんは臨江
閣を見に行ったことはありますか。私は
恥ずかしながら、建物の中まではまじま
じと見たことがありませんでした。今回
本紙で取り上げることになり何度も訪れ
ましたが、建物の造りに感動したり、明治

時代を想像したりして、臨江閣の魅力を
たくさん知ることができた取材になりまし
た。そして夜にはまた違った魅力が。ラ
イトアップで明治時代の流行色に照らさ
れた姿も私は好きです。皆さんも臨江閣
で歴史に思いをはせてみては。（下田）

　10月21日、大前田町にある大前田諏訪
神社で秋の祭典を開催。江戸時代初期か
ら約400年続く獅子舞の奉納を見ようと、
多くの人でにぎわいました。また、境内で
は焼きそばや綿菓子などを振る舞う屋台
や、子ども対象のビンゴ大会も。宮田自治
会長は「今の時代、子どもが少なくなってい
ますが、古くからの伝統を絶やさず、町の
みんなで守り続けたいです」と語りました。

平成29年4月2日～平成29年8月1日生まれの子の募集記事は、来年1月1日号に掲載予定です。

平
成
三
十
年 

十
一
月
一
日
号

市川 真彩ちゃん
端気町

まや

中村 美友ちゃん
前箱田町

み ゆ

斎藤 奏良ちゃん
富士見町小沢

そられ いし

金井 玲志ちゃん
天川大島町

中村 娃友ちゃん
前箱田町

あゆ

杉山 狼牙ちゃん
茂木町

ろうが

臨
江
閣
と
共
に

次
の
時
代
へ

明
治
か
ら
前
橋
と

共
に
歴
史
を

歩
ん
で
き
た
臨
江
閣
。

こ
の
歴
史
を

未
来
へ
つ
な
ぎ
ま
す
。



歴史と文化に彩られた臨江閣
つないできた歴史をこれからも

臨
江
閣
建
設
へ
　
地
元
民
の
力

　

臨
江
閣
を
構
成
す
る
本
館
、
別
館
、

茶
室
の
３
つ
の
建
物
の
う
ち
、
最
初
に

建
て
ら
れ
た
の
が
本
館
。
明
治
17
年
に

群
馬
県
令
の
楫か
と
り
も
と
ひ
こ

取
素
彦
が
高
位
高
官
を

迎
え
る
た
め
の
迎
賓
館
建
設
を
提
言
し

た
こ
と
が
、
建
設
の
き
っ
か
け
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
の
前

橋
は
製
糸
業
が
一
大
産
業
。
多
く
の
生

糸
商
人
が
い
ま
し
た
。
初
代
前
橋
市
長

の
下
村
善
太
郎
も
そ
の
一
人
。
有
志
と

共
に
県
庁
誘
致
に
立
ち
上
が
り
、
県
都

と
し
て
の
発
展
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

本
館
も
、
同
じ
く
下
村
善
太
郎
な
ど
の

地
元
有
志
に
よ
る
寄
付
で
建
設
。
そ
し

て
こ
の
地
元
有
志
の
熱
心
な
協
力
へ
の

返
礼
と
し
て
、
楫
取
素
彦
や
県
庁
職
員

か
ら
の
募
金
で
茶
室
が
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
本
館
と
茶
室
は
当
時
の
県
庁
職
員

が
設
計
。
本
館
を
地
元
の
職
人
が
、
茶

室
を
京
都
の
宮
大
工
・
今
井
源
兵
衛
が

施
工
し
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
造
ら
れ
た
臨
江

閣
。
明
治
元
年
か
ら
１
５
０
年
目

の
節
目
の
年
で
あ
る
今
年
、
臨
江

閣
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
明
治
期
ゆ
か
り
の
建
造
物
と
し

て
、
明
治
か
ら
の
歩
み
を
今
に
伝

え
る
臨
江
閣
。

　
そ
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

問 

文
化
財
保
護
課

☎
０
２
７
‐
２
８
０
‐
６
５
１
１
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多
く
の
貴
賓
を
迎
え
る
場
に

　
そ
う
し
て
建
て
ら
れ
た
本
館
は
、
明

治
26
年
に
明
治
天
皇
の
行
在
所
と
し
て

利
用
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
皇
族
の
宿
泊
施
設
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
で
別
館
は
、
明
治
43
年
に
本
市

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
た
一
府
十
四
県

連
合
共
進
会
（
博
覧
会
）
の
貴
賓
館
と

し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
共
進
会
は
60

日
間
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
行
わ
れ
た

共
進
会
の
中
で
は
最
大
規
模
で
し
た
。

当
時
前
橋
の
人
口
が
４
万
５
，
０
０
０

人
だ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
共
進
会
に

は
94
万
４
，
０
０
０
人
が
来
場
。
別
館

は
行
事
や
大
会
、
夜
会
な
ど
に
利
用
さ

れ
、
当
時
の
首
相
で
あ
る
桂
太
郎
を
は

じ
め
、
大
隈
重
信
や
渋
沢
栄
一
な
ど
多

く
の
貴
賓
が
訪
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
共

進
会
終
了
後
、
別
館
は
本
市
に
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。

別館

茶室別館 大広間

本館 内観本館

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-30033



前
橋
と
臨
江
閣
　
共
に
歩
ん
だ
歴
史

　
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
昭
和
20
年

に
は
前
橋
市
役
所
が
別
館
に
移
り
、
昭

和
29
年
ま
で
市
役
所
庁
舎
と
し
て
利

用
。そ
の
後
は
公
民
館
と
し
て
活
用
し
、

昭
和
57
年
に
は
中
央
公
民
館
分
館
に
。

こ
の
過
程
で
「
臨
江
閣
保
存
及
び
今
後

の
利
用
方
法
等
検
討
懇
話
会
」
が
設
置

さ
れ
、
臨
江
閣
の
今
後
の
保
存
整
備
、

利
活
用
に
つ
い
て
議
論
。
こ
の
議
論
が

昭
和
62
年
か
ら
の
本
館
修
復
工
事
へ
と

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
本
館
と
茶
室
は
、
昭
和
61
年
３
月
に

県
の
重
要
文
化
財
に
、
別
館
は
同
年
６

月
に
市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
平
成
23
年
、
本
市
で

は
臨
江
閣
の
さ
ら
な
る
保
存
活
用
や
整

備
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、
委
員
会

設
置
や
計
画
策
定
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
花
燃
ゆ
」
が
放
映
に
。
登
場
人
物
の

楫
取
素
彦
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
臨
江
閣

が
一
層
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
28
年
３
月
か
ら
翌
年
ま
で
、

保
存
整
備
の
た
め
の
修
復
工
事
を
実

施
。
昨
年
工
事
を
終
え
９
月
か
ら
再
開

館
し
、
観
覧
と
併
せ
て
一
般
利
用
貸
し

出
し
が
で
き
る
よ
う
に
。
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
も
実
施
し
、
新
し
く
な
っ
た
臨
江
閣

に
よ
る
新
た
な
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
今
年
５
月
、
文
化
庁
文
化
審

議
会
で
、
臨
江
閣
は
歴
史
的
価
値
を
有

す
る
と
評
価
さ
れ
、
国
の
指
定
重
要
文

化
財
に
答
申
。
８
月
17
日
の
官
報
告
示

で
正
式
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
本
市
の
建
造
物
で
は
柏
倉
町

の
阿
久
沢
家
住
宅
に
次
い
で
２
件
目
で
す
。

　
明
治
期
か
ら
前
橋
と
共
に
歩
ん
で
き

た
臨
江
閣
。
こ
の
歴
史
的
価
値
を
、
後

世
に
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

アーティストの髙橋匡太さんによるライトアップ。明治時
代の流行色で臨江閣を照らしています（撮影 木暮伸也）

各部屋から庭園が見えます。窓から見える
景色も一緒に楽しんでください

本館の一番奥にある一の間。他の部屋とは
違った雰囲気が漂います

１8０畳の大広間にある吉田初三郎の前橋
市鳥

ちょうかん
瞰図は圧巻です

左から川合さん、奥田さん、尾内さん

臨江閣の見どころ紹介します
　臨江閣では、観光ボランティア会によるガイドも
実施。知られざる魅力や見どころを紹介します。一
緒に臨江閣を巡りませんか。

私たちが
案内します！
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● 

臨
江
閣
を
写
真
と
資
料
で
振
り
返
る

「
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
臨
江
閣
」

　
臨
江
閣
の
古
写
真
や
修
復
工
事
の
写

真
パ
ネ
ル
、
工
事
で
確
認
さ
れ
た
明
治

期
の
道
具
と
技
術
に
つ
い
て
の
資
料
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ネ
ル
展
示
解
説
と
臨
江
閣

案
内
を
11
月
25
日
㈰
10
時
と
11
時
に
実

施
。
各
回
先
着
30
人
で
す
。
希
望
者
は

会
場
で
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
11
月
25
日
㈰
９
時
〜
17
時

問 

文
化
財
保
護
課

☎
０
２
７
‐
２
８
０
‐
６
５
１
１

● 

明
治
の
偉
人
を
パ
ネ
ル
と
紙
芝
居
で

　
前
橋
学
市
民
学
芸
員
が
明
治
期
の
人

物
を
調
査
し
作
成
し
た
パ
ネ
ル
と
紙
芝

居
を
展
示
。
11
時
と
12
時
か
ら
は
実
際

に
紙
芝
居
を
読
み
ま
す
。
前
橋
の
発
展
を

支
え
る
と
と
も
に
、

日
本
の
近
代
化
に
貢

献
し
た
偉
人
の
功
績

を
紹
介
し
ま
す
。

期
日
＝
11
月
25
日
㈰

問 

文
化
国
際
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
９
２

　今年は明治元年から１５０年目の年。明治時代ゆ
かりの建造物・臨江閣で、国の重要文化財の指定
と明治１５０年を記念したイベントを開催します。

明治ゆかりの臨江閣で
記念イベントを

● 

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
未
来
へ
贈
る
」

　
臨
江
閣
の
歴
史
的
な
価
値
な
ど
を
掘

り
下
げ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
１

部
で
は
基
調
講
演
を
、
２
部
で
は
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
上
毛
新
聞
社
顧
問
・

論
説
委
員
の
藤
井
浩
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
、
基
調
講
演
の
講
師
に
加

え
て
下
村
善
太
郎
初
代
前
橋
市
長
の
曾

孫
で
あ
る
下
村
洋
之
助
さ
ん
、
市
文
化

協
会
会
長
の
清
水
和
夫
さ
ん
が
パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、参
加
者
に
は
記
念
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
を
配
布
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
25
日
㈰
13
時
〜
16
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
２
０
０
人

内
容
・
出
演
＝
「
近
代
和
風
建
築
と
臨

江
閣
」
神
奈
川
大
工
学
部
建
築
学
科
教

授
・
内
田
青
蔵
さ
ん
、「
臨
江
閣
の
耐
震

設
計
と
そ
の
考
え
方
」
東
洋
大
理
工
学

部
建
築
学
科
教
授・松
野
浩
一
さ
ん
、「
歴

史
的
建
造
物
の
保
存
活
用
の
現
状
と
課

題
」
県
文
化
財
保
護
審
議
会
副
会
長
・

村
田
敬
一
さ
ん

申
し
込
み
＝
11
月
9
日
㈮
か
ら
文
化
財

保
護
課

☎
０
２
７
‐
２
８
０
‐
６
５
１
１
へ

● 

臨
江
閣
を
舞
台
に
文
化
の
集
い

　
ま
え
ば
し
和
の
文
化
の
集
い
を
開
催
。

民
謡
民
舞
、
大
正
琴
、
邦
楽
、
居
合
道
、

八
木
節
の
発
表
や
華
道
展
な
ど
、
市
民

に
よ
る
各
種
伝
統
芸
能
の
舞
台
発
表
や

作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
10
日
㈯
10
時
〜
16
時

問 

文
化
協
会

☎
０
２
７
‐
２
８
９
‐
６
５
２
１

県内限定で記念切手を発売
　国の重要文化財に指定されたこ
とを記念して、記念切手を県内の各
郵便局限定で発売。発行予定数は
１，０００部、価格は１，３００円です。

紙芝居も展示します

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-30035



災害はいつか起きるもの
備えは身の回りから

問 危機管理室 ☎027‐898‐5935

　近年、大規模な災害が全国各地で多発しています。災害は前
橋でも起こるという意識を持ち、身の回りの災害への備えを
チェックしましょう。

　
国
の
全
国
地
震
動
予
測
地
図
に
よ
る

と
、
今
後
30
年
以
内
に
本
市
が
震
度
６

弱
以
上
の
地
震
に
襲
わ
れ
る
確
率
は

７
・
２
㌫
。
熊
本
地
震
で
震
度
６
強
の

揺
れ
に
見
舞
わ
れ
た
熊
本
市
は
同
地
図

で
７
・
６
㌫
と
同
程
度
で
し
た
。
本
市

で
も
深
谷
断
層
帯
で
発
生
す
る
地
震
で

最
大
震
度
６
強
の
揺
れ
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
９
月
に
茨
城
県
常

総
市
な
ど
に
大
規
模
洪
水
を
も
た
ら
し

た
雨
雲
は
、当
初
本
県
東
部
で
発
生
し
、

そ
の
後
栃
木
県
へ
移
動
し
ま
し
た
。
気

圧
配
置
な
ど
の
関
係
で
あ
と
数
十
㌔
㍍

西
に
発
生
し
て
い
た
ら
、
本
市
に
も
大

規
模
な
洪
水
災
害
を
も
た
ら
し
た
可
能

性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

● 

家
具
の
固
定
を
し
ま
し
ょ
う

　

家
屋
の
耐
震
性
は
向
上
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
大
阪
北
部
地
震
で
は
屋

内
で
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
が
目

立
ち
ま
し
た
。
特
に
寝
室
や
居
間
、
台

所
の
家
具
を
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

● 

家
庭
で
の
備
蓄
を
お
願
い
し
ま
す

　

大
規
模
な
地
震
や
洪
水
災
害
で
は
、

長
期
間
に
わ
た
り
電
気
・
ガ
ス
・
水
道

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
医
薬
品
や
特
殊
形

状
の
飲
食
物
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
が

手
に
入
り
に
く
く
な
り
ま
す
。最
低
限
、

次
の
物
は
家
庭
で
備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。

❶ 

電
池
…
懐
中
電
灯
用
の
物
だ
け
で

は
な
く
、
携
帯
電
話
用
も

❷ 

飲
食
物
…
最
低
３
日
分
（
飲
料
水

は
大
人
１
日
２
リ
ッ
ト
ル
が
必
要
）

❸ 

携
帯
用
ト
イ
レ
…
最
低
３
日
間
分

❹ 

そ
の
他
…
常
備
薬
や
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
食
品
を
最
低
３
日
分

● 

総
合
防
災
マ
ッ
プ
を
確
認

　
本
市
で
は
想
定
し
得
る
最
大
規
模
降

雨
を
想
定
し
た
前
橋
市
総
合
防
災
マ
ッ

プ
を
作
成
し
、
本
紙
５
月
１
日
号
と
一

緒
に
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。
自
宅
や
職

場
、
学
校
、
通
勤
通
学
経
路
が
浸
水
想

定
区
域
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
に

含
ま
れ
て
い
な
い
か
、
避
難
勧
告
な
ど

が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
行
動
や
避
難
先

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
総
合
防
災
マ
ッ

プ
は
、市
役
所
危
機
管
理
室
や
各
支
所・

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

関
係
機
関
と
総
合
防
災
訓
練
実
施

　
市
内
で
最
大
級
の
地
震
災
害
が
発
生

し
た
場
合
を
想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練

を
行
い
ま
す
。
前
橋
赤
十
字
病
院
で
は

多
数
傷
病
者
発
生
事
案
対
応
訓
練
を
、

駒
形
小
で
は
避
難
所
開
設・運
営
訓
練
、

炊
き
出
し
訓
練
、
地
震
体
験
車
や
防
災

関
連
ブ
ー
ス
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
11
月
11
日
㈰
９
時
〜
12
時

会
場
＝
前
橋
赤
十
字
病
院
駐
車
場
（
朝

倉
町
）、
駒
形
小

● 

訓
練
で
緊
急
速
報
メ
ー
ル

　
訓
練
当
日
９
時
頃
に
、
情
報
発
信
訓

練
と
し
て
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
緊
急
起
動

と
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
訓
練
を
行
い
ま

す
。
実
際
の
災
害
情
報
と
間
違
え
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
市
内
全
て

の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

が
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
受
信
し
ま
す
。

受
信
時
に
は
大
き
な
ブ
ザ
ー
音
が
鳴
り

ま
す
。
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Ｊ２復帰を目指して
ザスパクサツ群馬に声援を
問 未来の芽創造課 ☎027-898-6427

　本市のふるさと納税「ザスパクサツ群馬支援・連携
コース」に集まった寄付金を活用し、ザスパクサツ群
馬のホームタウン活動と連携した冠試合を開催しま
す。試合は市民1,500人を無料招待。J3リーグ第32
節で、対戦相手はギラヴァンツ北九州です。観戦希望
者は、希望者全員分の免許証や保険証などを持参
し、当日会場内の前橋市民招待ブースへ直接お越し
ください。
　当日は、記念タオルのプレゼント（無料招待者）や
特産品が当たるハーフタイム抽選会も実施。また、
フードバンクまえばしによる食品の寄付受け付けを

行い、先着50人にザスパクサツ群馬オリジナルだる
まを贈呈。寄付できる食品は、賞味期限が１カ月以上
残っている常温で保存可能な食品に限ります。
日時＝11月18日㈰19時
会場＝正田醤油スタジアム群馬（敷島町）

問 

予
防
課 

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
４
５
０
７

火
災
か
ら
大
切
な
も
の
を
守
る

防
火
対
策
を
念
入
り
に

　
11
月
９
日
㈮
か
ら
15
日
㈭
ま
で
秋
の

火
災
予
防
運
動
を
実
施
。
一
人
一
人
が

防
火
に
つ
い
て
考
え
、
大
切
な
命
と
財

産
を
守
る
た
め
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

実
践
し
、住
宅
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
❶
寝
た
ば
こ
は
し
な
い
❷
ス
ト
ー
ブ

は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
す
❸
ガ
ス

こ
ん
ろ
の
火
は
必
ず
消
す
❹
住
宅
用
火

災
警
報
器
や
消
火
器
を
設
置
❺
寝
具
や

衣
類
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
は
防
炎
品
を
❻

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

● 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

　
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

防
災
用
品
を
取
り
扱
う
販
売
店
や
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

設
置
義
務
化
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
電

池
切
れ
な
ど
が
起
き
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
半
年
に
１
回
を
目
安
に
定

期
的
な
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

● 

放
火
防
止
対
策

　
放
火
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
❶
家
の
周
り
は
明
る
く
し
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
❷
物
置
な
ど
に
鍵

を
掛
け
る
❸
郵
便
受
け
の
中
身
を
た
め

な
い
❹
ゴ
ミ
は
指
定
さ
れ
た
日
時
に
出

す 

❺
地
域
で
放
火
防
止
に
取
り
組
む
。

● 

防
火
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
展
示

　
小
中
学
生
が
描
い
た
防
火
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
展
示
。
力

作
が
並
び
ま
す
。

期
日
＝
11
月
２
日
㈮
〜
15
日
㈭

会
場
＝
け
や
き
ウ
ォ
ー
ク
前
橋
（
文
京

町
二
丁
目
）

小学生はキッズパスでも
無料観戦できます

平成３０年度防火ポスターコンクール
最優秀作品
共愛学園中２年  松浦愛香さん

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-30037



問 農政課 ☎０２７‐８９８‐５８４１

　本市が推奨する赤城の恵ブランド認証品の期間限
定販売会、「赤城の恵ブランド認証品　ＰＯＰ ＵＰ ＳＨＯＰ 

ｉｎ けやきウォーク」をけやきウォーク前橋（文京町二丁
目）で開催します。
日時＝11月16日㈮・17日㈯、10時〜17時

即売会で前橋の農業を応援
けやきウォーク前橋で初開催

問 粕川特産物直売所組合 ☎０２７‐２８５‐６０４１

　地元産の材料を使った、手作りみそ講習会を開催し
ます。11月15日㈭までに粕川特産物直売所組合へ
直接申し込んでください。
日時＝来年１月11日㈮〜２月11日㈪の間で３日間（申
し込み後に日程調整）
会場＝粕川農産物加工施設（粕川町月田）
対象＝市内在住の人、〈❶30ｋｇ〉先着１００人〈❷60ｋｇ〉
先着50人
費用＝❶は８，０００円❷は１万６，０００円

手作りしてみませんか
地元の材料を使っておいしいみそ作り

日頃の活動を披露します
市内の学校や幼稚園が合同で文化祭 問 学校教育課 ☎０２７‐８９８‐５８６５

　11月17日㈯と18日㈰の10時から16時まで、前橋
プラザ元気21でまえばし学校フェスタを開催。市内
の小中学校や特別支援学校、市立幼稚園・高校の幼児
児童生徒が、日頃学校で取り組む文化活動の発表や
展示を行います。
内容＝〈ステージ発表〉合唱、アンサンブル、音楽劇、英
語スピーチ、読書感想文など〈展示発表〉絵画、書道、
学校自慢写真、図工美術・家庭科などの作品、海外派
遣研修パネルなど〈ブース発表〉茶道、工作教室、紙芝
居、自作パソコンゲーム、理科研究など

広報まえばし　平成 30年 11月１日号 8



問 アーツ前橋 ☎０２７‐２３０‐１１４４

　11月10日㈯13時から16時までアーツ前橋で「あー
つひろば〜新聞紙とガムテープで塔をつくろう ！ 」を
開催。新聞紙やガムテープを使って、アーティストの関
口光太郎さんと一緒に作品を制作します。対象は小学
生、先着15人（小４以下は保護者同伴）です。11月９日
㈮までに同館へ申し込んでください。また、出入り自由
の工作イベントや小学生向けの展覧会鑑賞ツアーも
同時開催します。

問 前橋文学館 ☎０２７‐２３５‐８０１１

　前橋文学館友の会講座「人はなぜ表現するのか」
を開催。前橋文学館長の萩原朔美が、文章と演劇、映
画、写真の４つの表現の特徴と魅力を紹介します。申
込書は前橋文学館で配布しています。11月３日㈯から
同館へ申し込んでください。
テーマ・日時＝〈文章〉来年１月12日㈯〈演劇〉来年２月
９日㈯〈映画〉来年３月９日㈯〈写真〉来年４月６日㈯、
13時〜14時30分

対象＝一般、各50人（抽選）
費用＝各２，０００円（４回で７，
０００円、友の会会員は5,000
円）

前橋文学館長が講演
表現の魅力を探訪します

小学生にアートの面白さを
工作や作品鑑賞を一緒に楽しもう

問 交通政策課 ☎０２７‐８９８‐６２６３

　スケアード・ストレート（疑似体験型自転車交通安全教室）を開催。市
内の日本語学校生や大学生に対してスタントマンが交通事故を再現し
ます。当日は中学生以上であればどなたでも観覧できます。会場へ直
接お越しください。
日時＝❶11月14日㈬10時 ❷23日㈮、10時30分・14時30分
会場＝❶旧中央小校庭（表町一丁目） ❷群馬大荒牧キャンパスラグ
ビー場（荒牧町四丁目）

スタントマンが再現
交通事故の怖さを知ってください

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-30039



問 前橋シネマハウス ☎０２７‐２１２‐９１２７

　前橋プラザ元気21別館内、前橋シネマハウスの11月
の上映作品は次のとおり。「ごっこ」11月24日㈯14時35
分からの上映終了後には熊澤尚人監督による舞台あい
さつを行います。詳しくは同館ホームページを
ご覧ください。
上映作品＝「万引き家族」、「沖縄スパイ戦史」、「500ペー
ジの夢の束」、「29歳問題」、「ごっこ」、「フジコ・ヘミングの
時間」、「あん」

シネマハウスで映画鑑賞
舞台挨拶もあります

問 市国際交流協会 ☎０２７‐２４３‐７７８８

問 長寿包括ケア課 ☎０２７‐８９８‐６１５２

　スウェーデンからの留学生が、母国の歴史や文化、
教育、人々の暮らし、観光スポットなどを話します。
日時＝11月10日㈯13時30分〜15時30分
会場＝前橋プラザ元気21
対象＝一般、先着35人
申し込み＝市国際交流協会へ

　介護の日に合わせて、介護の仕事内容の紹介や相
談、映画「ケアニン」の上映などを行うぐんま介護フェ
スを開催します。
日時＝11月10日㈯10時〜17時
会場＝けやきウォーク前橋（文京町二丁目）

（C）小路啓之/集英社 （C）2017楽映舎/タイムズイン/WAJA

母国の魅力伝えます
スウェーデンってどんな国

介護を考えよう
11月11日は介護の日

講師のアントン・ヨハンネス・
ホルムストゥルムさん
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問 ジョブセンターまえばし ☎０２７‐２５２‐０５００

　若い勤労者や求職者を対象に、右表のとおり職場定着支援講座
を開催。参加にはジョブセンターまえばしへの登録が必要です。
時間＝18時30分〜20時30分
会場＝ジョブセンターまえばし
対象＝在職者・学生を除く就職活動中の人、各10人（抽選）
申し込み＝11月15日㈭20時までに同館ホームページで

仕事帰りに仲間づくり
季節の料理や飾りを作ろう

問 ❶は警防課 ☎０２７‐２２０‐４５１３
❷は北消防署 ☎０２７‐２３１‐０１１９

問 東消防署 ☎０２７‐２８３‐３３９９

　心肺蘇生法やＡＥＤ（自動体外式除細動器）の取り扱
いを学ぶ小児コースの普通救命講習会（❶）と、併せ
て止血法や気道異物除去法などを学ぶ上級救命講習
会（❷）を開催します。
日時＝11月25日㈰ ❶９時〜12時 ❷９時〜18時
会場＝❶は消防局 ❷は北消防署
対象＝市内在住か在勤の中学生以上、 ❶は先着30人
❷は先着20人
申し込み＝❶は11月14日㈬から警防課 ❷は11月７
日㈬〜24日㈯に北消防署へ

　消防ふれあい広場を開催。消防車の乗車や放水体
験、地震体験、はしご車の乗車体験、消防音楽隊の演
奏などで消防士の仕事を体験できます。
日時＝11月17日㈯９時30分〜12時
会場＝東消防署

大切な命を守るために
救命講習会を実施

楽しいイベント盛りだくさん
消防の仕事を体験しませんか

職場定着支援講座
講座名 期日 費用

クリスマスリース 12月6日㈭ 1,800円
クリスマスラッピング 12月10日㈪

1,000円
手作り祝儀袋 12月17日㈪
季節の料理
❶クリスマス料理
❷おせち料理

❶12月12日㈬
❷12月19日㈬ 3,000円

お正月の花 12月26日㈬ 2,000円

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-300311



　
萩
原
朔
美
文
学
館
長
が
各
界
の

著
名
人
と
対
談
。
さ
ま
ざ
ま
な
領

域
で
活
躍
す
る
館
長
の
素
顔
に
迫

り
ま
す
。
今
回
は
天
井
棧
敷
の
メ

ン
バ
ー
で
映
像
作
家
の
安
藤
紘
平

さ
ん
と
の
対
談
「
我
ら
の
寺
山
修
司

体
験
」（
一
部
）
の
後
編
を
お
届
け

し
ま
す
。

●
山
田
太
一
さ
ん
と
寺
山
修
司
の

関
係

安
藤
　
脚
本
家
の
山
田
太
一
さ
ん

は
寺
山
さ
ん
と
早
稲
田
大
の
同
級

生
。
山
田
さ
ん
が
文
芸
誌
で
賞
を

も
ら
っ
た
時
ち
ょ
う
ど
寺
山
さ
ん

も
短
歌
研
究
で
特
選
を
と
り
、
編

集
長
が
お
祝
い
に
ご
ち
そ
う
し
て

く
れ
る
か
ら
一
緒
に
行
か
な
い
か

と
山
田
さ
ん
を
誘
っ
た
。
山
田
さ

ん
は
そ
の
時
の
中
華
が
一
生
で
一

番
う
ま
い
飯
だ
っ
た
っ
て
。
そ
れ

以
来
二
人
は
す
ご
い
仲
良
し
に
な 

っ
た
み
た
い
だ
ね
。
寺
山
さ
ん
が

入
院
し
て
い
た
時
は
、
山
田
さ
ん

は
大
学
の
授
業
が
終
わ
る
と
病
院

に
行
っ
て
本
や
授
業
の
話
を
し
て
、

そ
れ
で
も
語
り
尽
く
せ
な
い
こ
と

は
互
い
に
文
通
し
て
い
た
。

萩
原
　
す
ご
い
よ
ね
。
大
人
の
男

同
士
が
あ
ん
な
に
熱
く
語
る
も
ん

か
っ
て
く
ら
い
。
手
紙
は
本
に
も

な
っ
た
け
ど
お
互
い
と
っ
て
お
い

た
ん
だ
ね
。

安
藤
　
萩
原
さ
ん
が
二
人
の
生
ま

れ
育
ち
に
つ
い
て
い
い
こ
と
を
言 

っ
た
よ
ね
。
寺
山
さ
ん
は
父
を
早

く
亡
く
し
、
山
田
さ
ん
は
逆
に
母

を
亡
く
し
て
い
る
。
二
人
と
も
家

族
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
け
ど
二

卵
性
の
よ
う
に
近
い
形
で
あ
り
な

が
ら
全
く
違
う
形
で
の
ア
プ
ロ
ー

チ
で
家
族
を
語
っ
て
い
る
と
。

萩
原
　
同
じ
よ
う
な
感
じ
な
ん
だ

け
ど
、
出
口
が
違
う
ん
だ
よ
ね
。

安
藤
　
真
反
対
の
よ
う
な
、
対
立

し
た
よ
う
な
。
そ
れ
を
萩
原
さ
ん

が
言
っ
て
い
て
素
晴
ら
し
い
な
と

思
っ
た
。（
了
）

問前橋文学館 
☎ 027-235-8011

vol.10

萩原朔美
河畔奇譚

寺山修司との思い出を語る２人

い
き
い
き

ま
え
ば
し
人

C I T Y  W A T C H I N G

　
国
指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
た

臨
江
閣
。
千
木
良
さ
ん
が
会
長
を

務
め
る
前
橋
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
で
は
、
臨
江
閣
を
中
心
に
市
内

の
歴
史
施
設
な
ど
の
ガ
イ
ド
を
行 

っ
て
い
る
。

　「
臨
江
閣
を
学
ぶ
こ
と
は
、
前

橋
の
近
代
史
を
知
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
建
設
の
背
景
に
は
、

生
糸
の
ま
ち
と
し
て
の
繁
栄
や
県

庁
設
置
、
初
代
群
馬
県
令
の
楫
取

素
彦
や
初
代
前
橋
市
長
の
下
村
善

太
郎
の
貢
献
な
ど
が
あ
る
ん
で
す
」

　
平
成
20
年
に
本
市
な
ど
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
全
国
都
市
緑
化
ぐ

ん
ま
フ
ェ
ア
で
、
各
地
か
ら
訪
れ

る
人
を
案
内
で
き
る
よ
う
設
立
さ

れ
た
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
。
活

動
で
最
も
大
切
な
の
は
情
熱
だ
と

語
る
。

　「
こ
こ
が
ど
ん
な
場
所
か
、
ど
ん

な
素
晴
ら
し
い
点
が
あ
る
の
か

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
熱
意

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

　
最
も
充
実
感
を
得
ら
れ
る
の
は
、

や
は
り
お
客
さ
ん
が
満
足
し
た
様

子
を
感
じ
ら
れ
る
時
。
良
い
ガ
イ

ド
を
行
う
た
め
、
お
も
て
な
し
の

心
で
相
手
の
立
場
に
立
っ
た
接
し

方
を
心
掛
け
て
い
る
。

　「
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に
話
す

だ
け
で
は
飽
き
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
か
ら
ね
」

　
大
改
修
や
将
棋
の
竜
王
戦
開
催

な
ど
に
続
き
、
国
重
文
へ
の
指
定

で
ま
す
ま
す
注
目
を
集
め
る
臨
江

閣
。
千
木
良
さ
ん
た
ち
の
活
躍
が
、

そ
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
。

臨
江
閣
は
前
橋
の
近
代
史
の
象
徴

前
橋
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
会
長

千
木
良 

玄
さ
ん
・
77
歳

　
緑
が
丘
町

広報まえばし　平成 30年 11月１日号 12
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語
る
。

　「
こ
こ
が
ど
ん
な
場
所
か
、
ど
ん

な
素
晴
ら
し
い
点
が
あ
る
の
か

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
熱
意

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

　
最
も
充
実
感
を
得
ら
れ
る
の
は
、

や
は
り
お
客
さ
ん
が
満
足
し
た
様

子
を
感
じ
ら
れ
る
時
。
良
い
ガ
イ

ド
を
行
う
た
め
、
お
も
て
な
し
の

心
で
相
手
の
立
場
に
立
っ
た
接
し

方
を
心
掛
け
て
い
る
。

　「
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に
話
す

だ
け
で
は
飽
き
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
か
ら
ね
」

　
大
改
修
や
将
棋
の
竜
王
戦
開
催

な
ど
に
続
き
、
国
重
文
へ
の
指
定

で
ま
す
ま
す
注
目
を
集
め
る
臨
江

閣
。
千
木
良
さ
ん
た
ち
の
活
躍
が
、

そ
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
。

四公祭が前橋まつりに
　10月６日と７日に前橋まつ
りを開催。多くの人がまちなか
を訪れ、各イベントや屋台を楽
しみました。また、７日は前橋
四公祭を初めて同時開催しま
した。前橋ゆかりの四大名家を
イメージした衣装を身にまと
い、演舞や行列を披露。立川町
通りが歴史一色に染まりました。

トップ選手が熱戦展開

季節の花に囲まれて

　寬仁親王牌・世界選手権記念
トーナメントを今年も開催。
トップクラスの競輪選手たち
が激闘を見せ、来場者を沸か
せました。会場では前回の決
勝レースを再現したＶＲ体感
イベントも。表彰式では故寬
仁親王の長女彬子さまが、優
勝者をたたえられました。

　10月13日と14日にローズタ
ウンで、コスモス＆蕎

そ
麦
ば

祭りを
開催。広大な敷地に広がるコス
モスが来場者を迎えました。ま
た、14日には連携イベントで
あそかまつりも開催。両会場を
結ぶ小型電動バスが登場し、多
くの人がバザーやステージイベ
ントなどを楽しみました。

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-300313



申申し込み　問問い合わせ

災
害
に
備
え
訓
練
放
送
を
実
施

　

国
民
保
護
情
報
を
想
定
し
た
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。
本
市
で
は
防
災
行
政

無
線
と
防
災
ラ
ジ
オ
か
ら
訓
練
放
送

が
流
れ
ま
す
。
実
際
の
災
害
と
間
違

え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
11
月
21
日
㈬
11
時

問
危
機
管
理
室

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
９
３
５

納
め
ま
し
ょ
う
国
民
年
金
保
険
料

　

11
月
30
日
㈮
は
年
金
の
日
。
国
民

年
金
は
、
働
く
世
代
が
高
齢
者
世
代

を
支
え
る
世
代
間
扶
養
の
仕
組
み
に

よ
り
成
り
立
ち
、
納
め
た
保
険
料
を

上
回
る
年
金
給
付
を
保
障
す
る
終
身

保
障
で
す
。
ま
た
、
病
気
や
け
が
で

働
け
な
く
な
っ
た
と
き
や
、
一
家
の

支
え
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
は
、

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が

あ
な
た
や
家
族
を
支
え
ま
す
。
こ
れ

ら
の
利
点
を
受
け
る
た
め
に
は
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
保

険
料
は
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
で
直

大
規
模
小
売
店
舗
の
地
元
説
明
会

　

ベ
ル
ク
前
橋
北
代
田
店
の
新
規
出

店
に
伴
い
、
地
元
説
明
会
を
開
催
。

大
規
模
小
売
店
立
地
法
に
基
づ
き
、

周
辺
へ
の
影
響
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
16
日
㈮
18
時
30
分

会
場
＝
北
代
田
町
自
治
会
事
務
所

（
北
代
田
町
３
２
３
‐
１
）

問
に
ぎ
わ
い
商
業
課

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
２
７
３

女
性
の
た
め
の
人
権
相
談
窓
口

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女
性
の
人
権
に
関

す
る
悩
み
事
の
電
話
相
談
を
行
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
12
日
㈪
～
18
日
㈰
、
８
時

30
分
～
19
時
（
土
日
曜
は
10
時
～
17
時
）

専
用
電
話
番
号
＝
☎
０
５
７
０
‐
０

７
０
‐
８
１
０

問
前
橋
地
方
法
務
局

☎
０
２
７
‐
２
２
１
‐
４
４
６
６

女
性
へ
の
暴
力
を
な
く
す
運
動

　

11
月
12
日
㈪
か
ら
25
日
㈰
ま
で
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

を
実
施
。
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力

や
性
犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
売

買
春
、
人
身
取
引
や
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

は
、
女
性
の
人
権
侵
害
で
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｖ
電
話
相
談
＝
☎
０
２
７
‐
８
９

８
‐
６
５
２
４

児
童
虐
待
に
気
付
い
た
ら
連
絡
を

　
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
。

身
体
的
・
性
的
・
心
理
的
に
傷
つ
け

た
り
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
放
棄
）
し

た
り
す
る
児
童
虐
待
は
重
大
な
人
権

侵
害
で
す
。
暴
言
や
暴
力
（
体
罰
）

は
し
つ
け
で
は
な
く
、
脳
の
発
達
や

親
子
関
係
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

し
つ
け
の
つ
も
り
が
虐
待
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
虐
待
を
受
け
て

い
る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
が
周
り
に

い
た
ら
、
迷
わ
ず
次
の
相
談
先
や
地

域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
を
守

る
こ
と
が
最
優
先
で
責
任
は
問
わ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
連
絡
し
た
人
が
特

定
さ
れ
な
い
よ
う
に
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

相
談
先
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
内
子

育
て
支
援
課
☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐

５
７
０
２
、
児
童
相
談
所
全
国
共
通

ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８
９

接
納
め
ら
れ
る
ほ
か
、
口
座
振
替
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
携
帯
電
話
な
ど
に
よ
る
納
付

方
法
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
経
済
的

に
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、

免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問
市
民
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
５
４

体
育
施
設
の
利
用
会
議
を
実
施

　

来
年
度
の
体
育
施
設
利
用
調
整

会
議
を
開
催
し
ま
す
。
次
の
施
設
で

大
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
利
用

希
望
団
体
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

施
設
名
・
日
時
＝
12
月
15
日
㈯
〈
❶

宮
城
体
育
館
〉
10
時
〈
❷
大
胡
体
育

館
〉11
時
30
分
〈
❸
宮
城
総
合
運
動
場

多
目
的
広
場
・
陸
上
競
技
場
・
千
本

桜
野
球
場
・
粕
川
西
部
運
動
場
〉13
時

会
場
＝
宮
城
体
育
館

申
込
書
の
配
布
＝
❶
❸
は
宮
城
体
育

館
❷
は
大
胡
総
合
運
動
公
園
、
大
胡

体
育
館
で
。
各
施
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

申
11
月
９
日
㈮
～
30
日
㈮
に
申
込
書

に
記
入
し
、❶
❸
は
宮
城
体
育
館（
☎

０
２
７
‐
２
８
３
‐
８
７
３
５
）
❷

は
大
胡
総
合
運
動
公
園
（
☎
０
２
７
‐ 

２
３
０
‐
４
０
５
５
）
へ
直
接

く
ら
し
の
情
報

本
庁
・
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

元
気
21
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー　
　
　
　
10
時
〜
19
時

窓 口
業務時間

お
知
ら
せ
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や
性
犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
売

買
春
、
人
身
取
引
や
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

は
、
女
性
の
人
権
侵
害
で
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｖ
電
話
相
談
＝
☎
０
２
７
‐
８
９

８
‐
６
５
２
４

児
童
虐
待
に
気
付
い
た
ら
連
絡
を

　
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
。

身
体
的
・
性
的
・
心
理
的
に
傷
つ
け

た
り
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
放
棄
）
し

た
り
す
る
児
童
虐
待
は
重
大
な
人
権

侵
害
で
す
。
暴
言
や
暴
力
（
体
罰
）

は
し
つ
け
で
は
な
く
、
脳
の
発
達
や

親
子
関
係
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

し
つ
け
の
つ
も
り
が
虐
待
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
虐
待
を
受
け
て

い
る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
が
周
り
に

い
た
ら
、
迷
わ
ず
次
の
相
談
先
や
地

域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
を
守

る
こ
と
が
最
優
先
で
責
任
は
問
わ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
連
絡
し
た
人
が
特

定
さ
れ
な
い
よ
う
に
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

相
談
先
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
内
子

育
て
支
援
課
☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐

５
７
０
２
、
児
童
相
談
所
全
国
共
通

ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８
９

未
登
記
家
屋
の
名
義
変
更

　

登
記
し
て
い
な
い
家
屋
を
相
続
・

売
買
し
た
場
合
は
、
市
役
所
資
産
税

課
で
未
登
記
家
屋
所
有
者
の
変
更
手

続
き
を
。
登
記
し
て
あ
る
家
屋
は
、

法
務
局
で
変
更
登
記
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
資
産
税
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
１
９

コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
停
止
し
ま
す

　
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、

11
月
８
日
㈭
に
各
種
証
明
書
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
し
ま
す
。

詳
し
く
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
０
７

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
不
動
産
公
売

　

市
が
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
売
。
公
売
不
動

産
は
マ
ン
シ
ョ
ン
（
表
町
二
丁
目
）

で
す
。
詳
し
く
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

専
有
面
積
＝
15
・
33
平
方
㍍

最
低
公
売
価
格
＝
58
万
４
，
０
０
０
円

公
売
期
間
＝
11
月
29
日
㈭
13
時
～
12

月
６
日
㈭
13
時

申
11
月
８
日
㈭
13
時
～
21
日
㈬
23
時

に
二
次
元
コ
ー
ド
の
ヤ
フ
ー

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

問
収
納
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
３
０

土
地
区
画
整
理
事
業
計
画
の
公
告

　

前
橋
都
市
計
画
事
業
西
部
第
一
落

合
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画

が
決
定
。公
告
日
は
11
月
1
日
㈭
で
す
。

施
行
地
区
＝
元
総
社
町
の
一
部
、
鳥

羽
町
字
染
谷
の
一
部

施
行
期
間
＝
平
成
45
（
２
０
３
３
）

年
３
月
31
日
㈭
ま
で

問
区
画
整
理
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
１
３

ト
ラ
ク
タ
ー
も
ナ
ン
バ
ー
申
請
を

　
ト
ラ
ク
タ
ー
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、

ロ
ー
ド
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
、
取
得
し
た

車
両
が
小
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
す

る
場
合
は
、
公
道
を
運
行
し
な
い
車

両
で
あ
っ
て
も
軽
自
動
車
税
の
申
告

（
標
識
の
交
付
）
が
必
要
で
す
。

車
種
・
サ
イ
ズ
／
最
高
速
度
＝
〈
農

耕
作
業
用
自
動
車
〉
制
限
な
し
／
時

速
35
㌔
㍍
未
満
〈
そ
の
他
の
特
殊
自

動
車
〉長
さ
４
・
７
㍍
以
下
×
幅
１
・

７
㍍
以
下
×
高
さ
２
・
８
㍍
以
下
／

時
速
15
㌔
㍍
以
下

用
意
す
る
物
＝
販
売
店
で
購
入
し
た

場
合
は
販
売
証
明
書
。
個
人
か
ら
譲

り
受
け
た
場
合
は
譲
渡
証
明
書
（
旧

所
有
者
の
住
所
・
氏
名
と
押
印
・
車

名
・
型
式
・
排
気
量
・
車
台
番
号
の

記
載
が
あ
る
物
）
と
車
台
番
号
が
分

か
る
物
（
廃
車
証
明
書
や
押
し
刷
り

な
ど
）。
登
録
者
の
印
鑑
（
法
人
の

場
合
は
代
表
者
印
）

申
告
場
所
＝
市
役
所
市
民
税
課
、
各

支
所
で

問
市
民
税
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
４
２

前
橋
総
合
運
動
公
園
が
臨
時
休
場

　

11
月
10
日
㈯
は
県
駅
伝
大
会
開
催

の
た
め
、
前
橋
総
合
運
動
公
園
内
の

全
て
の
施
設
は
休
場
と
な
り
ま
す
。

問
同
場

☎
０
２
７
‐
２
６
８
‐
１
９
１
１

税
の
大
切
さ
考
え
る
作
品
展
示

　
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

入
賞
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
＝
❶
11
月
５
日
㈪
～
16
日
㈮
❷

11
月
13
日
㈫
～
20
日
㈫

会
場
＝
❶
は
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ

ー
❷
は
県
庁
32
階
展
望
ホ
ー
ル

問
収
納
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
２
８

子
ど
も
の
優
秀
作
品
が
並
び
ま
す

　

子
ど
も
会
書
道
絵
画
展
を
開
催
。

特
別
賞
を
は
じ
め
と
す
る
優
秀
作
品

約
６
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
〈
展
示
〉
11
月
21
日
㈬
～
24

日
㈯
、
10
時
～
17
時
〈
表
彰
式
〉
11

月
25
日
㈰
10
時

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

問
青
少
年
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
７
４

新
鮮
食
料
品
楽
し
む
市
場
ま
つ
り

　
前
橋
総
合
卸
売
市
場
（
東
片
貝
町
）

で
市
場
ま
つ
り
を
開
催
。
野
菜
と
果

実
、
水
産
物
の
試
食
即
売
や
バ
ナ
ナ

模
擬
競
り
、
マ
グ
ロ
即
売
、
生
花
の

鉢
物
即
売
、
福
引
抽
選
会
な
ど
を
行

い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
18
日
㈰
９
時
～
11
時

問
同
場

☎
０
２
７
‐
２
６
１
‐
３
３
１
１

前
橋
け
い
り
ん

期
日
＝
〈
場
外
〉
11
月
１
日
㈭
～
４

日
㈰
・
６
日
㈫
～
13
日
㈫
・
21
日
㈬

～
25
日
㈰
・
27
日
㈫
～
29
日
㈭
・
12

月
２
日
㈰
～
４
日
㈫

問
公
営
事
業
課

☎
０
２
７
‐
２
３
１
‐
４
５
０
８

催　

し

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-300315



申申し込み　問問い合わせ

前
橋
こ
ど
も
図
書
館

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
８
８
３
３

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト
名
・
日
時
＝
〈
❶
お
は
な

し
の
会
〉
11
月
17
日
を
除
く
土
曜
、

13
時
30
分
～
14
時
〈
❷
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
絵
本
引
き
換
え
＆
お
は
な
し

会
〉
11
月
17
日
を
除
く
土
曜
、
13
時

～
15
時
〈
❸
た
こ
さ
ん
の
お
は
な
し

や
〉
11
月
15
日
を
除
く
木
曜
、
11
時

30
分
～
12
時
〈
❹
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の

お
は
な
し
会
〉
11
月
９
日
㈮
13
時
30

分
～
14
時
30
分
〈
❺
は
じ
め
て
絵
本

の
お
は
な
し
会
〉
11
月
25
日
㈰
11
時

～
12
時

対
象
＝
❷
は
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
絵
本

引
き
換
え
対
象
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護

者
❹
❺
は
１
歳
児
ま
で
と
保
護
者

●
ま
え
ば
し
学
校
フ
ェ
ス
タ
リ
レ
ー

お
は
な
し
会

日
時
＝
11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
、
10

時
30
分
～
12
時
・
13
時
30
分
～
15
時

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝

居
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

●
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
（
制
作
）
～
お
は
な
し
会
に
一

工
夫　
タ
オ
ル
人
形
を
つ
く
っ
て
学

ぼ
う
！

日
時
＝
11
月
26
日
㈪
10
時
～
12
時

対
象
＝
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
っ
て
い
る
人
、
先
着
36
人

費
用
＝
３
０
０
円

申
11
月
７
日
㈬
か
ら
同
館
へ

●
ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
と
ま
り
会

　

ぬ
い
ぐ
る
み
と
一
緒
に
読
み
聞
か

せ
を
楽
し
ん
だ
後
、
ぬ
い
ぐ
る
み
が

図
書
館
に
お
泊
ま
り
。
そ
の
後
、
ぬ

い
ぐ
る
み
が
図
書
館
で
過
ご
し
た
様

子
の
写
真
と
一
緒
に
お
勧
め
本
を
貸

し
出
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
25
日
㈫
15
時
～
17
時
・

27
日
㈭
11
時
～
11
時
30
分

対
象
＝
市
内
在
住
で
両
日
参
加
で
き
、

利
用
カ
ー
ド
を
持
つ
小
２
以
下
と
ぬ

い
ぐ
る
み
、
10
組
（
抽
選
）

申
11
月
25
日
㈰
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
・
子
の
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
利
用
カ
ー
ド
番

号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
‐
０
０
２

３
本
町
二
丁
目
12
‐
１
・
前
橋
こ
ど

も
図
書
館
「
ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
と
ま

り
会
係
」
へ

●
前
橋
こ
ど
も
図
書
館
が
休
館

　

11
月
12
日
㈪
か
ら
16
日
㈮
ま
で
蔵

書
整
理
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

ご
み
拾
い
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

　

秋
の
Ｍ
サ
ポ
ク
リ
ー
ン
活
動
を
開

催
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
ま
せ
ん

か
。
こ
の
事
業
は
、
ま
え
ば
し
地
域

活
動
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
対
象
で
す
。

日
時
＝
11
月
18
日
㈰
８
時
～
９
時

集
合
場
所
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
北

側
フ
レ
ッ
セ
イ
前

申
当
日
集
合
場
所
へ
直
接

問
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
６

市
民
芸
術
文
化
祭

●
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
＝
12
月
２
日
㈰
12
時
30
分

会
場
＝
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル

●
演
劇
発
表
会

日
時
＝
12
月
16
日
㈰
11
時
30
分
・
16

時
30
分

会
場
＝
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル

内
容
＝
劇
団
ペ
ル
ソ
ナ
館
と
児
童
文

化
セ
ン
タ
ー
演
劇
ク
ラ
ブ
に
よ
る
公
演

「
も
と
の
黙
阿
弥
」

問
文
化
協
会

☎
０
２
７
‐
２
８
９
‐
６
５
２
１

サ
イ
コ
ロ
が
運
ぶ
未
来

　

中
高
生
の
た
め
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
講
座
を
開
催
。
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
、
自
身
に
望
ま
し
い
人
生
設
計
な

ど
を
多
様
な
選
択
肢
か
ら
考
え
ま
す
。

日
時
＝
12
月
16
日
㈰
13
時
～
16
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
県
内
の
中
高
生
、
先
着
30
人

申
11
月
30
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
課

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
８
へ

催　

し

崎高
上野三碑「世界の記憶」登録記念イベント
　上野三碑と呼ばれる山上碑・多胡碑・
金井沢碑が、ユネスコ世界の記憶に登録
されて１周年。これを記念し企画展や講
演会などのイベントを開催します。11月
４日㈰は、三碑を間近で見られる特別公
開を実施。来年３月31日㈰までは多胡碑
記念館（高崎市吉井町）に無料入館でき、
上信電鉄吉井駅から三碑を巡る無料バス
が毎日運行しています。詳しくは下記二
次元コードをご覧ください。
問高崎市役所文化財保護課
　☎027-321-1292

多胡碑

山上碑 金井沢碑
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消
防
士
が
熱
い
思
い
を
発
表

　

消
防
職
員
意
見
発
表
会
を
開
催
。

現
役
の
消
防
士
が
災
害
活
動
や
日
常

業
務
な
ど
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
や

提
案
を
発
表
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
21
日
㈬
13
時
30
分
～
15

時
30
分

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

問
消
防
局
総
務
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
４
５
０
３

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
２
４
‐
２
５
４
８

●
11
月
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

日
時
＝
〈
❶
平
日
〉
15
時
30
分
〈
土

日
曜
・
祝
日
〉
❷
10
時
30
分
❸
11
時

30
分
❹
13
時
30
分
❺
15
時
30
分

内
容
＝
❶
の
火
木
曜
と
❷
❹
は
星
座

の
お
話
「
川
に
落
ち
た
太
陽
神
の
息

子
・
パ
エ
ト
ン
」
❶
の
水
金
曜
と
❸

❺
は
天
文
学
シ
リ
ー
ズ
「
星
は
す
ば

る
が
美
し
い
」（
11
月
３
日
㈯
・
４

日
㈰
は
、
❷
❸
で
過
去
の
人
気
番
組

を
日
替
わ
り
投
影
）

●
図
画
作
品
展

期
日
＝
11
月
21
日
㈬
ま
で

対
象
校
＝
広
瀬
・
上
川
淵
・
下
川
淵
・

山
王
・
共
愛
学
園
小
、
広
瀬
・
春
日
・

第
七
中

●
お
も
し
ろ
実
験
教
室
「
空
気
砲
で

的
当
て
を
し
よ
う
」

日
時
＝
12
月
15
日
㈯
10
時
～
12
時

対
象
＝
小
３
～
小
６
、
20
人
（
抽
選
）

申
12
月
１
日
㈯
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
・
氏
名
・
学
校

名
・
学
年
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
〒
３
７
１
‐
０
０
１
３
西
片

貝
町
五
丁
目
８
・
児
童
文
化
セ
ン
タ

ー
「
お
も
し
ろ
実
験
教
室　

空
気
砲

で
的
当
て
係
」
へ

総
合
教
育
プ
ラ
ザ

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
９
０
９
４

　

ま
え
ば
し
教
育
の
日
特
別
上
映
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
12
日
㈪
14
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
１
２
人

内
容
＝
「
太
郎
鯉
」（
大
胡
・
宮
城
地

区
が
舞
台
の
映
画
）

申
当
日
同
館
へ
直
接

前
橋
文
学
館

☎
０
２
７
‐
２
３
５
‐
８
０
１
１

●
萩
原
朔
太
郎
研
究
会
研
究
例
会

日
時
＝
11
月
18
日
㈰
13
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
０
０
人

内
容
＝
〈
講
演
〉「
郷
愁
と
映
像
の
詩

人
‐
朔
太
郎
と
蕪
村
」
文
学
研
究

者
・
高
橋
世
織
さ
ん
〈
研
究
発
表
〉

「
朔
太
郎
の
肖
像
、詩
の
な
か
の
「
顔
」」

フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
者
・
井
村
ま
な

み
さ
ん
、「
朔
太
郎
と
ビ
ア
ズ
リ
ー
‐

「
ふ
る
さ
と
」
か
ら
『
月
に
吠
え
る
』

へ
」
清
泉
女
子
大
大
学
院
・
佐
伯

百
々
子
さ
ん

申
同
館
へ

市
立
図
書
館

☎
０
２
７
‐
２
２
４
‐
４
３
１
１

●
絵
本
を
い
っ
ぱ
い
楽
し
も
う

日
時
＝
❶
12
月
８
日
㈯
10
時
30
分
～

11
時
30
分
❷
来
年
１
月
５
日
㈯
10
時

～
12
時

会
場
＝
❶
は
市
立
図
書
館
❷
は
第
四

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
総
合
福

祉
会
館
内
）

対
象
＝
❶
は
親
子
、
❷
は
❶
に
参
加

す
る
３
歳
～
小
１
と
親
、
先
着
15
組

内
容
＝
❶
は
「
読
み
聞
か
せ
を
楽
し

も
う
」
❷
は
絵
本
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
お
は
ぎ
」
を
テ
ー
マ
に
調
理
実
習

費
用
＝
❷
は
５
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
❷
は
布
巾
、三
角
巾
、

エ
プ
ロ
ン

申
11
月
６
日
㈫
か
ら
市
立
図
書
館
へ

赤
城
少
年
自
然
の
家

☎
０
２
７
‐
２
８
７
‐
８
２
２
７

　
「
赤
城
山
★
秋
の
探
検
隊
」
を
開

催
し
ま
す
。

期
日
＝
11
月
17
日
㈯
～
18
日
㈰
（
１

泊
２
日
）

対
象
＝
小
１
～
中
３
、
先
着
20
人

費
用
＝
５
，
８
０
０
円

申
同
館
へ

中
央
公
民
館

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
９

　

中
公
書
初
め
塾
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
27
日
㈭
10
時
～
12
時

対
象
＝
市
内
在
学
の
小
３
～
小
６
、

50
人
（
抽
選
）

用
意
す
る
物
＝
書
き
初
め
用
の
道
具
、

清
書
用
紙
、
手
本
、
床
に
敷
く
ビ
ニ

ー
ル
シ
ー
ト
、
古
新
聞
、
ご
み
袋

申
12
月
７
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

学
校
名
（
学
年
）・
住
所
・
電
話
番
号
・

保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を
記
入

し
、
〒
３
７
１
‐
０
０
２
３
本
町
二

丁
目
12
‐
１
・
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

内
中
央
公
民
館
「
中
公
書
初
め
塾
係
」
へ

○10分番組
　健康、子育て、環境、
観光、文化・芸術、生
涯学習など、さまざま
なジャンルの番組を10
分間でお届けします。

［毎週火木土曜］ 9:49 
再放送は火木曜18:20 
土曜13:49

○ まえばし情報
ステーション

　5 分番組
旬な前橋をお伝
えします。

［月～金］ 7:54 
再放送は17:54 　

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-300317



申申し込み　問問い合わせ

元
宝
塚
女
優
か
ら
学
ぶ
販
売
促
進

　

起
業
家
を
応
援
す
る
た
め
、
販
促

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
今
回
は
、
カ
リ

カ
リ
梅
で
有
名
な
赤
城
フ
ー
ズ
代
表

取
締
役
・
遠
山
昌
子
さ
ん
が
、
老
舗

企
業
を
継
ぐ
た
め
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ

か
ら
転
身
、
２
０
０
年
企
業
を
目
指

す
苦
労
と
笑
顔
の
物
語
を
語
り
ま
す
。

日
時
＝
12
月
５
日
㈬
18
時
30
分
～
20

時
30
分

会
場
＝
創
業
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
起
業
に
興
味
が
あ
る
か
起
業

後
５
年
未
満
の
人
、
先
着
30
人

費
用
＝
５
０
０
円

申
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
８
９
‐
９
６
６
６
へ

相
談
会
で
夢
の
実
現
応
援
し
ま
す

　　

よ
ろ
ず
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

前
橋
で
創
業
に
挑
戦
す
る
人
や
創
業

間
も
な
い
人
を
、
12
の
支
援
機
関
が

サ
ポ
ー
ト
。
創
業
に
関
す
る
悩
み
事

に
対
し
て
、
各
分
野
の
プ
ロ
が
相
談

に
乗
り
ま
す
。

日
時
＝
11
月
27
日
㈫
16
時
～
19
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21　

対
象
＝
市
内
で
創
業
を
検
討
し
て
い

る
人
か
創
業
後
３
年
以
内
の
人

申
11
月
19
日
㈪
ま
で
に
日
本
政
策
金

融
公
庫
前
橋
支
店

☎
０
２
７
‐
２
２
３
‐
７
３
１
２
へ

本
市
の
農
産
物
を
海
外
へ

　

農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
促
進
勉

強
会
を
ジ
ェ
ト
ロ
群
馬
と
連
携
し
開

催
。
現
在
の
輸
出
状
況
や
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
手
法
、
事
例
紹
介
の
ほ
か
参

加
者
に
よ
る
意
見
交
換
な
ど
を
行
い

ま
す
。少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、

今
後
縮
小
が
予
想
さ
れ
て
い
る
国
内

市
場
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
販
路
と

し
て
海
外
市
場
を
検
討
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
26
日
㈪
15
時
～
16
時
45
分

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
市
内
の
生
産
者
、
食
品
製
造

業
の
従
事
者
な
ど
、
先
着
15
人

申
11
月
20
日
㈫
ま
で
に
農
政
課　

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
４
１
へ

子
育
て
す
る
人
の
再
就
職
を
応
援

　

子
育
て
中
の
人
の
再
就
職
を
支
援

す
る
た
め
、
企
業
の
人
事
担
当
者
や

子
育
て
し
な
が
ら
働
く
社
員
と
の
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。参
加
企
業
は
、

グ
ロ
ー
イ
ン
グ
・
マ
ッ
ク
、
コ
ス
モ

ス
、
し
の
の
め
信
用
金
庫
、
ハ
ー
ト

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
事
前
予
約
で
託

児
が
で
き
ま
す
。

日
時
＝
12
月
６
日
㈭
10
時
～
12
時

会
場
＝
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
ま
え
ば
し

対
象
＝
再
就
職
を
目
指
し
て
い
る
子

育
て
中
の
人
、
先
着
20
人

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
え
ば
し
マ
ザ
ー

ズ
コ
ー
ナ
ー

☎
０
２
７
‐
２
５
６
‐
９
３
２
１
へ

女
性
の
力
で
組
織
を
伸
ば
す

　

女
性
管
理
職
登
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
。
女
性
の
力
を
生
か
し
て
、

男
女
共
に
活
躍
す
る
組
織
を
作
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
何
か
を
、学
び
ま
す
。

日
時
＝
11
月
26
日
㈪
13
時
30
分
～
15

時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
市
内
企
業
な
ど
の
経
営
者
・

管
理
職
・
人
事
労
務
担
当
者
、
先
着

50
人

講
師
＝
プ
ラ
ウ
ド
代
表
取
締
役
社
長
・

山
本
幸
美
さ
ん

申
産
業
政
策
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
８
５
へ

林
業
作
業
員
を
募
集
し
ま
す

　　

富
士
見
支
所
で
管
理
し
て
い
る
山

林
の
作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。

報
酬
＝
月
額
16
万
２
，０
０
０
円
（
通

勤
手
当
別
途
支
給
）

勤
務
時
間
＝
８
時
～
15
時
（
土
日
祝
・

年
末
年
始
を
除
く
）

勤
務
場
所
＝
沼
の
窪
市
有
林
管
理
棟

（
富
士
見
町
石
井
）

任
用
期
間
＝
１
年
（
65
歳
ま
で
更
新

の
可
能
性
あ
り
）

問
富
士
見
支
所

☎
０
２
７
‐
２
８
８
‐
２
２
１
１

学
校
の
外
国
語
指
導
助
手
を
募
集

　

来
年
度
の
市
立
小
・
中
・
高
等
学

校
で
英
語
の
授
業
な
ど
を
補
助
す
る

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
募

集
し
ま
す
。
募
集
要
項
な
ど
、
詳
し

く
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
６
４

仲
間
と
一
緒
に
水
球
の
腕
磨
こ
う

　

小
中
学
生
を
対
象
に
水
球
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
23
日
㈮
10
時
～
12
時
、

25
日
㈰
12
時
～
14
時

会
場
＝
県
立
敷
島
公
園
水
泳
場

対
象
＝
小
１
～
中
３
、
先
着
30
人

用
意
す
る
物
＝
水
泳
用
具
一
式

申
市
水
泳
協
会
・
小
滝
さ
ん

☎
０
９
０
‐
５
８
２
２
‐
０
１
７
５
へ

ス
ポ
ー
ツ

催　

し

募　

集
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毎
日
の
食
事
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス

　

昼
食
を
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
や
口こ

う
腔く
う

ケ
ア
の
こ
つ
を

学
ぶ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
６
日
㈭
11
時
30
分
～
13

時
30
分

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
市
内
在
住
で
独
居
の
65
歳
以

上
か
65
歳
以
上
だ
け
の
世
帯
の
人
、

先
着
20
人

費
用
＝
３
０
０
円

申
11
月
29
日
㈭
ま
で
に
長
寿
包
括
ケ

ア
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
３
３
へ

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
た
め

の
知
識
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
３
日
㈪
・
６
日
㈭
・
10

日
㈪
、
９
時
30
分
～
15
時
30
分

会
場
＝
第
二
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象
＝
全
日
程
受
講
で
き
講
座
修
了

後
に
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
き

る
、
お
お
む
ね
55
歳
以
上
の
人
、
42

人
（
抽
選
）

費
用
＝
１
，
０
０
０
円

申
11
月
19
日
㈪
ま
で
に
県
長
寿
社
会

づ
く
り
財
団

☎
０
２
７
‐
２
５
５
‐
６
５
１
１
へ

助
成
金
申
請
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

　

Ｍ
サ
ポ
セ
ミ
ナ
ー
「
助
成
金
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
。
市
民
活
動
団
体
の

資
金
調
達
に
つ
い
て
、
助
成
側
の
団

体
を
講
師
に
招
き
、
助
成
金
の
説
明

や
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
12
月
６
日
㈭
18
時
～
19
時
30
分

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
、
先
着
20
人

申
11
月
28
日
㈬
ま
で
に
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
６
へ

食
品
の
栄
養
成
分
表
示
を
学
ぼ
う

　

栄
養
成
分
表
示
の
公
開
講
座
を
開

催
。
日
本
栄
養
士
会
専
務
理
事
の
迫

和
子
さ
ん
が
「
今
日
か
ら
始
め
る
か

し
こ
い
食
事
～
栄
養
成
分
表
示
の
活

用
術
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
13
日
㈫
14
時
～
16
時

会
場
＝
群
馬
会
館
（
大
手
町
二
丁
目
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
２
０
０
人

申
11
月
９
日
㈮
ま
で
に
衛
生
検
査
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
７
８
へ

語
学
学
ん
で
交
流
の
き
っ
か
け
に

　

ベ
ト
ナ
ム
語
入
門
短
期
講
座
を
開

催
。
費
用
は
５
，
０
０
０
円
と
年
会

費
２
，
０
０
０
円
で
す
。

日
時
＝
来
年
１
月
９
日
～
３
月
27
日

の
水
曜
８
回
、
19
時
～
20
時
30
分

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
一
般
、
30
人
（
抽
選
）

そ
の
他
＝
申
込
者
が
15
人
未
満
の
場

合
は
開
催
を
中
止
し
ま
す

申
11
月
15
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒 

３
７
１
‐
０
０
２
３
本
町
一
丁
目
５
‐

２
・
市
国
際
交
流
協
会
（
☎
０
２
７
‐

２
４
３
‐
７
７
８
８
）
へ

老人福祉センター 65歳未満は要入場料（ふじみは60歳未満）

他にもイベントがたくさん。詳しくは各館へ問い合わせてください。

しきしま ☎027-233-2121
● 京はるみ歌謡ショー
日時＝11月14日㈬12時～13
時
申 当日同館へ直接

ひろせ ☎027-261-0880
● 孫と楽しむスマイルボウ
リング教室
日時＝11月17日㈯10時～12
時
対象＝小学生と祖父母、先着
20組
用意する物＝体育館履き、飲
み物、タオル
申 11月５日㈪から同館へ

おおとも ☎027-252-3077
● 前橋青雲太鼓伝承会によ
る和太鼓演奏
日時＝11月18日㈰11時～11
時45分
申 当日同館へ直接

ふじみ ☎027-288-6113
● 一日教室「交通事故から
身を守ろう！」
日時＝11月19日㈪10時30分
～11時30分
対象＝どなたでも、先着20
人
申 同館へ

● 合気道演武（11月11日
㈰、ヤマト市民体育館前橋）
● オリエンテーリング（11
月18日㈰、嶺公園）
　詳しくはヤマト市民体育館前
橋（☎027-265-0900）に 問 い
合わせるか、本市ホームページ
をご覧ください。

スポーツ大会情報

講
座
・
教
室

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-300319



申申し込み　問問い合わせ

寄
せ
植
え
で
彩
る
年
末
年
始

　

寄
せ
植
え
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

教
室
名
・
日
時
＝
〈
❶
ク
リ
ス
マ
ス

ハ
ン
ギ
ン
グ
〉
12
月
２
日
㈰
10
時
～

12
時
〈
❷
年
末
年
始
に
飾
れ
る
多
肉

植
物
の
箱
庭
づ
く
り
〉
２
日
14
時
～

16
時

会
場
＝
敷
島
公
園
ば
ら
園
緑
化
相
談
所

対
象
＝
市
内
在
住
の
16
歳
以
上
、
❶

は
25
人
❷
は
30
人
（
各
抽
選
）

費
用
＝
各
２
，
５
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
、
園
芸
用
は
さ
み
、
手
シ
ャ

ベ
ル
な
ど

申
11
月
19
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
教
室

名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
市
役
所
公
園
緑
地
課
（
☎
０

２
７
‐
８
９
８
‐
６
８
４
５
）
へ

納
税
管
理
人
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
が
市

内
に
居
所
・
事
務
所
な
ど
を
持
た
な

い
場
合
や
市
外
・
海
外
へ
転
出
し
た

場
合
に
は
、
納
税
管
理
人
を
設
定
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
納
税
管
理
人

と
は
、
納
税
義
務
者
に
代
わ
っ
て
納

税
通
知
書
の
受
領
や
納
税
に
関
す
る

手
続
き
を
行
う
個
人
や
法
人
の
こ
と
。

申
告
書
に
記
入
し
、
市
役
所
資
産
税

課
、
大
胡
・
宮
城
・
粕
川
・
富
士
見

支
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
申

告
書
の
書
式
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
資
産
税
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
１
６

第
３
日
曜
は
納
税
相
談
窓
口

　

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
18
日
㈰
８
時
30
分
～
16
時

会
場
＝
市
役
所
収
納
課

問
同
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
３
３

●
自
衛
官
募
集

種
目
・
試
験
日
＝
〈
❶
自
衛
官
候
補

生
追
加
試
験
〉
受
付
時
に
お
知
ら
せ

〈
❷
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
〉

来
年
１
月
19
日
㈯

対
象
＝
❶
は
受
付
時
に
お
知
ら
せ
❷

は
中
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
15
歳
以

上
17
歳
未
満
の
男
子

申
❶
は
自
衛
隊
前
橋
募
集
案
内
所（
城

東
町
二
丁
目
☎
０
２
７
‐
２
３
３
‐

８
９
６
０
）
へ
直
接
。
❷
は
来
年
１

月
７
日
㈪
ま
で
に
同
案
内
所
へ
直
接

そ
の
他
の
情
報

11月の各種無料相談

相談名・問い合わせ 日　時 会　場

法律相談
☎027-898-6100

火曜13時〜16時（予約
は電話で。前週の木曜
14時〜月曜17時までか
先着9人まで）

市役所市民相談室
※相談は年度内に
1人1回

行政相談
☎027-898-6100

11月8日㈭
13時〜15時 大胡支所

11月13日㈫
13時〜15時

かすかわ老人福祉
センター

11月16日㈮
13時〜15時

上川淵市民サービス
センター

11月19日㈪
13時〜15時 宮城支所

11月21日㈬
13時〜16時 市役所市民相談室

11月30日㈮
13時〜15時

南橘市民サービス
センター

12月5日㈬
13時〜15時 富士見公民館

12月7日㈮
13時〜15時

東市民サービス
センター

※市民相談（☎027-898-6100）、家庭児童相談（☎027-223-4148）、母子家庭相談（☎027-220-5701）は平日の８時30分〜17時15分。
教育・青少年相談（☎027-230-9090）は平日の９時〜19時、土曜は９時〜17時。DV相談（☎027-898-6524）、女性・セクハラ相談（☎
027-898-6520）、就学に向けての相談（☎027-210-1234）、消費生活・多重債務相談（☎027-230-1755）は平日の９時〜17時。自殺予
防「群馬いのちの電話」（☎027-221-0783）は９時〜24時。

人
権
標
語

苦
し
い
心
に
よ
り
そ
え
る
　
優
し
い
心
を
　
永
遠
に

元
総
社
中
１
年

武
藤 

沙
季
さ
ん

相談名・問い合わせ 日　時 会　場

司法書士・土地家屋調査士相談
☎027-898-6100

11月9日㈮
13時〜16時

市役所
市民相談室

公証相談
☎027-898-6100

11月12日㈪
13時〜15時

人権相談
☎027-898-6100

11月16日㈮
13時〜16時

行政書士相談
☎027-898-6100

12月3日㈪
13時〜16時

月いち健康相談
☎027-220-5708

11月22日㈭
９時〜11時 前橋保健センター

精神科医によるこころの相談
☎027-220-5787

11月14日㈬・28日㈬、
13時30分〜15時
（各予約制） 市保健所

ひきこもりの若者の相談
☎027-220-5787

11月20日㈫
13時30分〜15時
（要予約）

心配ごと相談
☎027-237-5006

月曜〜金曜、
13時〜16時 総合福祉会館

外国人相談
（英語・中国語・ポルトガル
語・スペイン語）
☎027-243-7788

月曜・13時〜17時、
木曜・９時〜13時

市役所
外国人相談窓口

講
座
・
教
室

税
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問
前
橋
茶
道
会
・
上
原
宗
知
さ
ん

☎
０
２
７
‐
２
３
２
‐
５
４
８
０

今
か
ら
始
め
る
男
の
料
理

　

男
性
限
定
で
「
か
ら
だ
に
お
い
し

い
食
講
座
～
初
級
編
料
理
の
き
ほ
ん
」

を
開
催
。
管
理
栄
養
士
に
よ
る
講
話

や
調
理
実
習
で
、
食
事
や
料
理
の
基

礎
を
学
び
ま
す
。
託
児
希
望
者
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
12
月
14
日
㈮
９
時
30
分
～
13

時
30
分

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
性
、

先
着
30
人

費
用
＝
４
０
０
円

申
11
月
14
日
㈬
～
12
月
４
日
㈫
に
健

康
増
進
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
３
へ

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
☎
０
２
７
‐
２
３
４
‐
４
９
７
０

　

健
康
相
談
と
原
稿
検
索
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

●
お
も
ち
ゃ
の
病
院

　

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
無
料
で
修
理

し
ま
す
。

日
時
＝
❶
11
月
11
日
㈰
❷
18
日
㈰
❸

20
日
㈫
、
10
時
～
12
時

会
場
＝
❶
は
南
橘
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
❷
は
総
合
福
祉
会
館
❸
は
城

南
支
所

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
３
２
‐
３
８
４
８

●
教
育
委
員
会
定
例
会
の
傍
聴

日
時
＝
11
月
20
日
㈫
15
時

会
場
＝
市
役
所
11
階
北
会
議
室

対
象
＝
一
般
、
先
着
10
人

申
当
日
14
時
30
分
～
50
分
に
会
場
へ

直
接

問
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
０
２

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
生
き
る
傾

聴
講
座

日
時
＝
11
月
27
日
㈫
14
時
～
16
時

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
る
人
か
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
、
先
着
50
人

申
11
月
20
日
㈫
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

ア
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
３
２
‐
３
８
４
８
へ

●
市
民
の
茶
席

日
時
＝
11
月
15
日
㈭
10
時
～
15
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
３
階

ホ
ワ
イ
エ

下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

曜
日
・
内
容
＝
〈
月
曜
〉
乳
が
ん
の

手
術
‐
最
近
の
話
題
〈
火
曜
〉
口こ

う
腔く
う

ケ

ア
は
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る

〈
水
曜
〉
女
性
の
過
度
な
ダ
イ
エ
ッ

ト
は
危
険
で
す
〈
木
曜
〉
口
腔
機
能

発
達
不
全
症
〈
金
曜
〉
ド
ラ
イ
マ
ウ

ス
〈
土
日
曜
〉
入
れ
歯
と
上
手
に
付

き
合
う
方
法

直
接
相
談
タ
イ
ム
（
歯
科
）
＝
歯
科

医
師
が
直
接
相
談
。
11
月
15
日
㈭
19

時
30
分
～
21
時

健　

康

健康手帳 それって本当に五十肩？

　中高年で肩が痛くなったり動きが悪くなったりする人
は非常に多く、一般的に四十肩や五十肩と呼ばれていま
す。多くの場合はそのまま様子をみていても症状が改善
しますが、中には痛みが長く続いたり、夜眠れないほど
の痛みとなったりする人がいます。そんな時に心配な疾
患の一つに、肩の中で腱

けん

が切れてしまう腱板断裂があり
ます。

　腱板断裂は年齢が上がるとともにその頻度も増え、70
代では３人に１人、80代では２人に１人、腱が切れて
いるとのデータもあります。適切な治療を受けることで
改善することが多いですが、痛みが長く続く場合には手
術が必要となることもあります。四十肩、五十肩だと
思っているのになかなか良くならない人は、一度、整形
外科の専門医に受診することをお勧めします。
 前橋市医師会　山本 敦史

●
前
橋
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

＝
芸
術
関
係
書
籍
１
３
３
冊
を

芸
術
文
化
振
興
の
た
め
に

●
全
労
済
群
馬
推
進
本
部
＝
火

災
予
防
啓
発
用
ス
テ
ッ
カ
ー
14 

万
７
，
５
０
０
枚
を
火
災
予
防
の

た
め
に

●
農
林
中
央
金
庫
前
橋
支
店
＝

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
８
，
５
０ 

０
球
を
市
立
小
中
学
校
・
特
別

支
援
学
校
・
幼
稚
園
な
ど
へ

●
フ
ラ
ン
ス
健
康
サ
ロ
ン
＆
仲

間
達
＝
１
万
円
を
児
童
福
祉
の

た
め
に

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-300321



内　　科 外　　科 婦人科 耳鼻科 眼科

11
月
３
日
㈯

大川こども
クリニック
（児）
上泉町

☎027-231-5288

小野内科
クリニック
（内）

川原町二丁目
☎027-212-8852

木村医院

（内）
平和町二丁目
☎027-231-3070

八木医院

（内児）
前箱田町

☎027-253-6588

内田外科医院

（外）
西片貝町二丁目
☎027-224-5061

東前橋
整形外科病院
（整）
西大室町

☎027-226-5201

セ
※

ントラル
レディースクリニック
（婦）

高崎市東町
☎027-326-7711

耳鼻咽喉科
田中医院
（耳鼻）

高崎市鍛冶町
☎027-322-2604

高山眼科
緑町医院
（眼）

高崎市緑町一丁目
☎027-361-6888

11
月
４
日
㈰

中嶋
小児科医院
（児）
江木町

☎027-261-9299

塙医院

（内）
日吉町四丁目
☎027-231-5348

みやぎ
クリニック
（内）
鼻毛石町

☎027-280-2510

山口内科
クリニック
（内）
上沖町

☎027-260-6500

富沢脳神経
外科内科医院
（脳外）

下小出町二丁目
☎027-234-3488

小竹整形外科

（整）
三俣町三丁目
☎027-231-0495

小沢医院

（産婦）
樋越町

☎027-283-2009

小原沢耳鼻
咽喉科医院
（耳鼻）
青柳町

☎027-232-6314

しみず眼科
クリニック
（眼）
樋越町

☎027-230-4611

11
月
11
日
㈰

夜間急病
診療所
（児）

朝日町四丁目
☎027-243-5111

斎藤医院
（南町）
（内）
南町二丁目
☎027-221-0258

青山医院

（内児）
古市町

☎027-251-2861

豊田内科医院

（内）
上小出町一丁目
☎027-234-1223

あらい
クリニック
（外内）
元総社町

☎027-253-0100

積心会
富沢病院
（整）

朝日町四丁目
☎027-224-3955

高
※

崎市夜間休
日急病診療所
（婦）

高崎市高松町
☎027-381-6119

耳鼻咽喉科
はるクリニック
（耳鼻）

高崎市江木町
☎027-384-3387

下之城眼科
クリニック
（眼）

高崎市下之城町
☎027-386-4149

11
月
18
日
㈰

ほんま小児科

（児）
上佐鳥町

☎027-290-3131

大竹内科医院

（内）
上泉町

☎027-269-5550

前橋広瀬川
クリニック
（内）

千代田町二丁目
☎027-231-4101

吉松医院

（内）
粕川町新屋
☎027-285-2273

たけむら整形外科
クリニック
（整）
箱田町

☎027-212-3266

前橋脳外科
クリニック
（脳外）
東片貝町

☎027-221-8145

中野産婦人科
医院

（産婦）
国領町二丁目
☎027-233-5588

橋爪耳鼻
咽喉科医院
（耳鼻）
本町一丁目
☎027-221-2745

前橋中央眼科

（眼）
下小出町二丁目
☎027-210-1116

11
月
23
日
㈮

須田こども
クリニック
（児）
後閑町

☎027-265-6777

二之沢前橋
クリニック
（内）

岩神町二丁目
☎027-225-2122

前橋北病院

（内）
下細井町

☎027-235-3333

山王医院

（内）
山王町二丁目
☎027-266-5410

二之宮
クリニック
（外）
二之宮町

☎027-289-4380

神宮医院

（整）
岩神町三丁目
☎027-289-0500

松
※

原医院

（婦）
高崎市新保町
☎027-353-4103

耳鼻咽喉科
やまぐち医院
（耳鼻）

高崎市柴崎町
☎027-353-5473

清水眼科医院

（眼）
高崎市乗附町
☎027-310-8555

夜
間
・
救
急
な
ど

夜間急病診療所　☎027-243-5111
朝日町四丁目９-５　内科と小児科　20時～24時
救急病院案内（24時間体制）　☎027-221-0099
※メモの用意をしてから連絡してください。
小児救急電話相談　☎ #8000　月～土曜＝18時～翌８時、
日曜・祝日＝８時～翌８時

歯　
科

歯科医師会休日診療所　☎027-237-3685
岩神町二丁目19-9
日曜・祝日、10時～12時・13時～15時

薬　
局

市薬剤師会会営薬局　☎027-223-8400
紅雲町一丁目2-15
日曜・祝日、９時～17時

接 骨 院 ・ 整 骨 院 の 休 日 当 番
11月 3 日 ㈯ なお接骨院（石倉町三丁目）☎027-288-0504 阿部接骨院（荒口町）☎027-268-3757

11月 4 日 ㈰ 上泉接骨院（上泉町）☎027-231-2226 わたなべ接骨院（富士見町時沢）☎027-288-9996

11月11日 ㈰ ハート接骨院（荒口町）☎027-289-4980 前橋東洋医学専門学校附属接骨院（新前橋町）☎027-253-1205

11月18日 ㈰ せきぐち接骨院（西片貝町五丁目）☎027-226-6202 富士見整骨院（富士見町原之郷）☎027-288-8208

11月23日 ㈮ 松井接骨院（北代田町）☎027-232-0238 風香整骨院（光が丘町）☎027-280-6178

診療時間は9時～18時。費用は休日の初診料金。
目的は、急な病気やけがなどの診療治療で、処方日数は1日～数日です。 市医師会

HP

※11月３日・11日・23日の婦人科は12時まで。13時～18時は産科婦人科舘出張佐藤病院（高崎市若松町☎027-322-2243）で診療。
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広告内容に関する質問などについては、広告スポンサーに直接問い合わせてください。広 告

前橋総合卸売市場

11月は市場で買い物ができる「だんべえ市」と同時開催

前橋市ホームページ バナー広告より ご覧いただけます
TEL.027－261－3311(前橋市東片貝町398)　

水産物・マグロ・果実・野菜・精肉（国産和牛・県内産豚肉）・
茶・海苔・一般食料品・菓子・漬物・日用雑貨、生花・米・鶏卵

11 18
即売
品目　

今後の開催日
12月15日㈯午前９時～売り切れ次第終了（第３土曜日）
 １月26日㈯午前９時～売り切れ次第終了（第４土曜日）

午前９時～売り切れ
次第終了日

NISCO公認相続コンサルタント在籍 前橋市空家利活用センター登録済み
宅地建物取引主任士在籍 ブログ更新中！自社HP【山口不動産 前橋】

査定総数1,215件H23.10～H30.9末

藤岡店も営業しております。藤岡店も営業しております。
査定担当の
豊田です。
しっかりと査定をさせていただきます。

不動産のコンシェルジュ山口不動産です!

不動産無料査定実施中！

℡ 027-225-2103
群馬県知事（10）第2930号　前橋市天川原町42-1

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-300323
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前橋の人口：33万7,543人
男：16万5,233人
女：17万2,310人
世帯数：14万8,476世帯
9月末日現在
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大前田町  :  4 0 0年の歴史つなぐ秋祭り

2歳になる子を紹介しています

　今回の特集は臨江閣。皆さんは臨江
閣を見に行ったことはありますか。私は
恥ずかしながら、建物の中まではまじま
じと見たことがありませんでした。今回
本紙で取り上げることになり何度も訪れ
ましたが、建物の造りに感動したり、明治

時代を想像したりして、臨江閣の魅力を
たくさん知ることができた取材になりまし
た。そして夜にはまた違った魅力が。ラ
イトアップで明治時代の流行色に照らさ
れた姿も私は好きです。皆さんも臨江閣
で歴史に思いをはせてみては。（下田）

　10月21日、大前田町にある大前田諏訪
神社で秋の祭典を開催。江戸時代初期か
ら約400年続く獅子舞の奉納を見ようと、
多くの人でにぎわいました。また、境内で
は焼きそばや綿菓子などを振る舞う屋台
や、子ども対象のビンゴ大会も。宮田自治
会長は「今の時代、子どもが少なくなってい
ますが、古くからの伝統を絶やさず、町の
みんなで守り続けたいです」と語りました。

平成29年4月2日～平成29年8月1日生まれの子の募集記事は、来年1月1日号に掲載予定です。

平
成
三
十
年 

十
一
月
一
日
号

市川 真彩ちゃん
端気町

まや

中村 美友ちゃん
前 箱田町

み ゆ

斎藤 奏良ちゃん
富士見町小沢

そられ いし

金井 玲志ちゃん
天川大島町

中村 娃友ちゃん
前 箱田町

あゆ

杉山 狼牙ちゃん
茂木町

ろうが

臨
江
閣
と
共
に

次
の
時
代
へ

明
治
か
ら
前
橋
と

共
に
歴
史
を

歩
ん
で
き
た
臨
江
閣
。

こ
の
歴
史
を

未
来
へ
つ
な
ぎ
ま
す
。




